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エッチング作業の危機管理について
　近年、実験室においてエッチング作業及びそれに類する作業時に、エッチング反応溶液が暴走する事故が続発しており、エッチャント使用の際には安全配慮義務から危機管理を実施する必要があります。
　つきましては、エッチング作業及びそれに類似した作業時には必ず下記の要領で危機管理のためのリスクアセスメントを実施し、安全衛生マネージメントシステムに組み込んで頂きますよう、貴部局所属教職員（特に化学系以外の専攻教職員）等に周知方お願いいたします。
記
＜危機管理のためのリスクアセスメント要領＞
1）実験手順書を作成する。
2）指導教員は必ずエッチャントのハザードチェックを行い、使用法・廃棄法について十分な指導を行うこと。

3）エッチャントの一般的な組成を著しく逸脱する混合比で使用する場合は、指導教員の責任においてその根拠を検証し、安全性の確認を行うこと。
4）手順書に沿って作業ごとのリスクアセスメントを実施し、リスク低減策を講じる。
5）廃液に関しては２週間以内に必ず環境保全室に処理依頼をすること。その際、指導教員の責任において、異なったエッチャント廃液は混合危険性を考慮した貯留方法とすること。
参考：最近の事故例及びその問題点（理工学研究科工学系）
	ガラス製ビーカー内でステンレス鋼の電解エッチングを行っていた際に、エッチャント（硝酸(60vol%)100ml＋エタノール50ml）が黄変して突沸し、学生と教職員に飛沫がかかって火傷(薬傷)した。
主な問題点

1）硝酸/アルコール系のエッチャント（ナイタール）の一般的な混合比は５％以下であるが、本件では６０％を超えた組成比を用いている。

2）本来ドラフト内作業であるべきであるが、使用していなかった。

3）保護具はラテックス手袋のみであった。

4）廃液申請が行われていない（この場合の廃液は劇物並びに危険物相当である）。











